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茨城県南部におけるネットワークＭＴ解析；見かけ比抵抗・位相の空間分布

Network MT analysis in the southern part of Ibaraki Prefecture; spatial distribution of

apparent resistivity and phase
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1 9 9 1年1 2月から1 9 9 3年6月にかけて茨城県南部で行われたネットワークＭＴ観測の初期的解析をおこなった．デ
ータは３地点の中心局において各８測線分得られる地電位差1 0秒値と，柿岡およびリモートレファレンスとして
水沢の磁場水平成分１分値を１分値に統一して使用した．任意の２測線で作られる小三角形において計算される
ＭＴインピーダンスからgalvanic distortionの影響を分離し(Groom and Bailey [1989])，d i s t o r t i o nパラメータ
(regional strike, twist, shear)と見かけ比抵抗・位相を求めた．これらの空間分布を示し，その特徴を考察する．

ネットワークＭＴ解析により関東地方の比抵抗構造を推定することは，広域的なテクトニクスを解明するた
めの重要な情報になる．本研究では，茨城県南部において行われたネットワークＭＴ観測の初期的解析をおこな
った．任意の２測線で作られる小三角形において計算されるＭＴインピーダンスから，観測地近傍の比抵抗構造
の不均質がもたらすgalvanic distortionの影響を分離(Groom and Bailey [1989])，d i s t o r t i o nパラメータ( r e g i o n a l
strike, shear, twist)と見かけ比抵抗・位相を求めた．そしてこれらを各小三角形について求め，その空間分布に見
られる特徴を考察する．

使用したデータは，茨城県南部の３地点（土浦，水海道，石岡）を中心として，1 9 9 1年1 2月から1 9 9 3年6月に
かけて行われたネットワークＭＴ観測(Uyeshima et al. [1992])による地電位差の10秒値である．測線は各観測点に
つき８本，測線長は7～2 0 k mを有するので，３観測点によって約5 0 k m四方を面的に網羅している．観測は１観測
点につき約６ヶ月間行い，順次移動したため，観測点どうしの時間的な重複はない．また磁場データは，柿岡地
磁気観測所の地磁気３成分１分値と，リモート・レファレンスとして水沢測地観測所の同１分値を用いた．

データ解析の手順とそれぞれの内容，および結果を以下に記す．
1) 各観測点の地電位差の時系列データからノイズが比較的少ない期間を判別し，データを切り出す．磁場デー

タのサンプリング間隔に合わせるために，地電位差データにアンチエイリアジング・フィルタを施し，１分値に
リサンプリングする．その結果，解析に利用できるデータ長は，水海道，土浦，石岡でそれぞれ，8 2日，1 0 4日，
122日間となった．

2) ロバスト推定法アルゴリズム(Chave et al. [1987])により，磁場水平成分と各測線の地電位差間の応答関数 Vh，
V dを求める．ここで V h，V dは V = V h H + V d Dの関係で与えられる．V，H，Dはいま，測線の電位差，磁場の南北
成分，東西成分である．これにより各応答関数は，周期2 4 0秒から1 6 3 , 8 4 0秒までの2 0周期で得られた．応答関数推
定時の入出力成分間のマルチプル・コヒーレンシー(squared coherence) には，以下の特徴が見られる．３観測点
に共通して，周期 2 4 0秒から2 0 , 0 0 0秒にかけてコヒーレンシーが増加傾向にあり，2 0 , 0 0 0秒を越えると若干減少す
る．ノイズレベルが比較的低い土浦や石岡では周期4 8 0秒以上でコヒーレンシーは0 . 6 4～0 . 9 7程度を示し，最もノ
イズレベルが高い水海道においても，周期1,280秒以上で0.64～0.90程度を示す．

3) 任意に選んだ２測線について，2 )で求められる応答関数の適当な線形結合をとることによって，３つの電極
点からなる小三角形内のＭＴインピーダンスを求める．

4) Groom and Bailey [1989]のテンソル分解アルゴリズムにより，3 )のＭＴインピーダンスから３つのd i s t o r t i o n
パラメータ(regional strike，twist，shear)と，distortionの影響を取り除いたＭＴインピーダンスを求める．

5) 4)で得られたＭＴインピーダンスから，見かけ比抵抗・位相を求める．
6) 3)～5 )の手順を各小三角形についておこない，各d i s t o r t i o nパラメータ，および見かけ比抵抗・位相の空間分

布を求める．
講演では，これらの解析結果およびその考察について議論する．
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